
す
。
平
成
29
年
度
は
、
返
礼
の
特
産
品
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
観
光
体
験
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
返
礼
品
と
し

て
追
加
す
る
な
ど
、
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
幅
拡
い
滞
納
処
分
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年

微
減
で
あ
っ
た
市
税
未
収
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年

度
末
の
５
億
７
百
万
円
余
か
ら
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
の
４
年
間
で
２
億
１
千
万
円
余
ま
で
大
幅
に
圧
縮

し
ま
し
た
。
市
税
収
入
に
お
い
て
も
、
平
成
24
年
度

の
徴
収
率
８
８
．
９
％
か
ら
平
成
27
年
度
の
徴
収
率

９
５
．
５
％
ま
で
飛
躍
的
な
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
税
負
担
の
公
平
性
に
基
づ
き
、
税
務
行
政

を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
る
人
事
評

価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
は
、
同
制

度
を
活
用
し
、
職
員
の
「
や
る
気
・
意
欲
」
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、
職
務
能
力
の
開
発
及
び
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
意
識
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
の
未
然
防
止
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
活
用
し
、

職
員
自
身
の
心
身
の
健
康
状
態
へ
の
気
づ
き
を
促

し
、
職
場
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

８
．
予
算
編
成
と
予
算
規
模

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
第
４
次
石
垣
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
お
け
る

６
つ
の
基
本
目
標
及
び
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
国
の

地
方
財
政
対
策
等
を
反
映
し
、
限
ら
れ
た
一
般
財
源

で
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
す
べ
く
徹
底
し
た
事
業
の

取
捨
選
択
を
行
い
つ
つ
、
拡
充
す
べ
き
分
野
に
は

し
っ
か
り
と
予
算
を
措
置
す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
徴
と
し
ま
し
て
は
、
民
生
費
に
お
き
ま
し
て
、

待
機
児
童
解
消
等
よ
り
一
層
の
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
る
た
め
、
前
年
度
比
約
２
億
６
千
万
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
投
資
的
経
費
の
需
要
に
応
え

る
べ
く
土
木
費
は
約
３
億
８
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
よ
り
継
続
中
の
「
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
」
に
加
え
、
産
業
振

興
や
定
住
促
進
な
ど
離
島
の
不
利
性
に
起
因
す
る
課

題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に

創
設
さ
れ
る
「
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業
」
や
、「
市

制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
」
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
及
び
地
方

交
付
税
が
前
年
度
よ
り
増
額
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
歳
出
に
対
し
て
の
歳
入
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ

る
基
金
繰
入
金
が
過
去
最
大
と
な
り
、
よ
り
一
層
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
一
般
会
計
が
総
額
２
７
６
億
２
，

０
５
０
万
円
で
、
平
成
28
年
度
当
初
比
３
．
２
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
内
訳
と
し
ま
し
て
は
、

総
務
費
26
億
３
，
４
０
２
万
５
千
円
、
民
生
費
１
１

８
億
５
，
５
３
８
万
３
千
円
、
衛
生
費
18
億
２
，
３

６
３
万
８
千
円
、
農
林
水
産
業
費
19
億
５
，
５
３
５

万
６
千
円
、
商
工
費
９
億
４
，
０
９
９
万
１
千
円
、

土
木
費
28
億
３
，
１
７
２
万
４
千
円
、
消
防
費
６
億

４
，
０
０
０
万
９
千
円
、
教
育
費
26
億
４
，
６
８
７

万
３
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
総
額
１
８
６
億
１
７
２
万
円
で
、

平
成
28
年
度
当
初
比
４
．
９
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

む
す
び
に

　

石
垣
市
制
施
行
70
周
年
目
を
迎
え
る
今
日
、
こ
れ

ま
で
の
本
市
の
成
長
・
発
展
を
振
り
返
る
と
き
、
営
々

脈
々
と
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
先

人
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
に
思
い
を
致
し
、
敬
意
と

感
謝
の
念
で
胸
を
熱
く
し
ま
す
。
市
制
施
行
当
時
、

人
口
１
万
７
，
５
０
０
人
足
ら
ず
だ
っ
た
本
市
が
、

政
治
・
経
済
・
国
際
情
勢
の
様
々
な
影
響
等
を
受
け

な
が
ら
、
ま
た
、
離
島
と
し
て
多
く
の
不
利
や
困
難

等
を
抱
え
つ
つ
も
、
直
面
す
る
諸
課
題
に
果
敢
に
立

ち
向
か
い
、
様
々
な
地
域
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
地
道
に
そ
の
未

来
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
先
に
、
今
の
繁

栄
が
あ
る
こ
と
を
深
く
心
に
刻
み
ま
す
。
そ
し
て
、

市
制
施
行
70
年
目
を
全
市
民
と
共
に
心
を
一
つ
に
し

て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
市
長
２
期
目
の
最

終
年
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
現
も
含
め
、
総
仕
上
げ
の
一
年
で
す
。
「
日

本
一
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
石
垣
市
」
の
実
現
に
向
け

て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
を
始
め
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

会
参
加
な
ど
自
立
に
つ
な
げ
る
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度

に
登
野
城
小
学
校
の
建
て
替
え
を
完
了
す
る
と
と
も

に
、
白
保
小
学
校
校
舎
新
増
改
築
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
喜

舎
場
永
珣
資
料
の
整
理
と
調
査
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
平
成
29
年
度
は
、
そ
の
調
査
報
告
書
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
当
館
所
蔵
資
料
の
修
復
及
び
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
を
代
表
す
る
史
跡
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
資
料
の
整
理
と

駐
車
場
を
備
え
た
歴
史
広
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
全
て
の
市
民
が
利
用
で
き
る
図
書
館
を
目
指
し
て

図
書
資
料
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
的
知

識
を
も
つ
図
書
館
司
書
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
や
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

石
垣
市
主
催
の
「
市
民
大
運
動
会
」
は
、
２
０
０

２
年
を
最
後
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
時
の

熱
気
を
懐
か
し
む
市
民
の
間
か
ら
は
大
会
の
復
活
を

望
む
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
市
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
、
改
め
て
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
、
地
域
の

絆
を
深
め
る
機
会
と
な
る
「
市
民
大
運
動
会
」
を
復

活
開
催
し
ま
す
。

　

市
史
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
垣
市
と
旧

大
浜
町
の
合
併
50
周
年
を
機
に
、
編
集
作
業
を
進
め

て
き
た
合
併
関
係
資
料
集
に
つ
い
て
発
刊
し
て
ま
い

り
ま
す
。

人
を
も
て
な
す
ふ
れ
あ
い
の

「
い
し
が
き
」

６
．
交　

流

　

平
成
28
年
度
は
、
姉
妹
都
市
カ
ウ
ア
イ
郡
長
の
来

島
記
念
植
樹
、
姉
妹
都
市
台
湾
・
蘇
澳
鎮
や
友
好
都

市
稚
内
市
と
の
間
で
は
小
中
学
生
同
士
の
交
流
、
友

好
都
市
北
上
市
と
は
初
め
て
の
職
員
交
流
な
ど
、
絆

を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
友
好
都
市
提
携
30
周
年
を
迎
え

る
稚
内
市
を
始
め
、
国
内
外
の
親
善
友
好
姉
妹
都
市
・

ゆ
か
り
の
ま
ち
と
の
農
産
物
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
小

中
学
生
の
交
流
を
始
め
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
、
経
済
等
の
分
野
で
の
更
な
る
交
流
や
、
稚
内

市
及
び
北
上
市
と
の
職
員
交
流
等
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
少
年
少
女
に
異
文

化
交
流
と
体
験
学
習
を
深
め
さ
せ
、
国
際
性
豊
か
な

広
い
視
野
を
も
っ
た
人
材
育
成
を
目
的
に
、
姉
妹
都

市
カ
ウ
ア
イ
郡
や
台
湾
蘇
澳
鎮
へ
の
本
市
小
中
学
生

の
派
遣
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
和
推
進
へ
の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29

年
度
は
、
広
島
市
と
の
共
催
に
よ
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
原

爆
展
」
を
開
催
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
資
料
館
の
所
蔵

資
料
の
展
示
や
被
爆
者
の
講
演
会
等
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
も
い
え
る

「
石
垣
市
民
憲
章
」
は
、
制
定
さ
れ
て
40
年
目
を
迎

え
ま
す
。
先
人
た
ち
の
足
跡
を
振
り
返
り
つ
つ
、
市

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
「
全
島
一
斉
ヤ
ー
ヌ
マ
ー
ル
清
掃
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
、
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と
い
う
市

民
相
互
扶
助
の
精
神
に
則
り
活
動
す
る
団
体
が
多
く

存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
が
な

く
、
活
動
が
困
難
と
な
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
拠
点
を
平
成
29
年
度

内
に
整
備
し
ま
す
。
老
朽
化
に
伴
い
、
建
替
え
や
修

繕
を
要
す
る
公
民
館
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
必
要

な
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
立
し
た
行
政
運
営
の
実
現

７
．
行
財
政
改
革

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
全
国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
、
所
得
証
明

な
ど
各
種
証
明
書
を
夜
間
や
休
日
な
ど
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」
利
用
で
き
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
い
た
し
ま

す
。

　

学
校
給
食
の
充
実
と
合
理
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
度
の
二
学
期
の
給
食
か
ら
、
調
理

業
務
等
の
作
業
部
門
を
民
間
へ
委
託
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
有
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
改
革
の
推
進

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
整
理
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
市
有
農
地
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
等
関
係
部
署
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
今

後
情
報
公
開
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
有
効
活
用
と
計
画

的
な
整
理
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は

前
年
度
を
更
に
上
回
る
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
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